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取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 

意見 

ア 

 

 

１年次から高い志の

育成や体系的なキャ

リア教育を推進し、進

路希望の実現を図る。  

「将来に対する夢や

希望を持っている」           

70%以上 

（R4:72%、R3:77%、

R2:78%、） 

Ａ 

 

Ａ 

 

・１～３年へと年々ポイントが

上がっているところが素晴らし

いと思います。 

・学校生活における学びを通し

て自分を見つめる力が高まって

いるのだろうと思いました。 

・全体平均と２・３年生で目標

に至っていたことを評価しま

す。 

・７割以上の生徒さんが将来に

対する夢・希望を持てるとは、

素晴らしいと思います。 

各系列で地域･大

学・企業等と連携し

た活動をする。 

Ａ Ａ 

・百貨店、福祉法人等とのつな

がりをさらに広げていくことが 

できたら、なお良いと思いまし

た。 

・実体験できる事は将来につい

てイメージしやすくなるので、

多く取り入れてほしいです。 

・文化祭等で学生が地元企業と

連携した活動をしている様子を

拝見したが、キャリア教育とし

てとても良い取り組みだと思い

ました。 

「自分にはよいとこ

ろがある」 

80%以上  

（R4:81%、R3:83%、

R2:79%） 

「ボランティア活動

をしたことがある」   

20%以上 

（R4:29%、R3:42%、

R2:46%） 

Ｂ Ｂ 

・生徒の自己評価 82%は素晴らし

いですね。 

・自己肯定感を高める手立てを

さらに講じていただけたらと思

います。 

・「自分には良いところがある」

「ボランティア活動」ともに目

標値に至っていることを評価し

ました。 

大学生を見てみると、コロナ禍

以降、ボランティアに対する意

識が以前とは何か違う印象を受

けます。もともと自己評価を高

める目的ではなく、「何か」を探

す一環であったり、関心にかか

わったりする目的が中心でした

が、そうした参加者数も減って



います。むしろ多くの学生には

「ボランティア」という言葉自

体が既に「無料で便利に奉仕を

求められる」といったイメージ

があるように感じられます。「社

会体験」とか「地域の活動のサ

ポート」というように、「ボラン

ティア」という言葉を使わず募

集し、参加者にとっての意味づ

けを実感させるような仕掛けが

必要なのではと感じるようにな

ってきました。 

「自分の希望する進

路が実現できた」（３

年次生のみ） 

80%以上 

(R4:88％) 

Ａ Ａ 

・希望する進路 92%素晴らしい。 

・先生と生徒との対話を感じる。 

・ほぼ全員が第一希望実現には、

正直驚きました。 

・92％と多くの 3 年生が希望進

路を実現できていること、また

その比率が昨年度と比しても高

まっていることを高く評価しま

した。 

イ 

基礎学力の定着を図

るとともに、思考力・

判断力・表現力を高め

る。 

到達度テスト正答率

60%以上 

（R4:1年 63%・2年

62％ 

R3:1年 54％･2年

54％･3年 61％） 

 

Ａ 

  

Ａ 

・個々の実態の差に応じる大変

さが良くわかります。 

・「授業がわかる」との生徒の意

識をうまく意欲の持続化へとつ

なげていってほしいと思います 

・到達度テスト正答率は全体平

均 63％であり、学年ごとでも全

学年目標値(60％)を達成してい

ました。 

  

｢授業がわかる｣ 

70%以上 

（R4:86％、R3:86％、

R2:86%） 

Ａ Ａ 

・「授業がわかる」は 1年生では

やや低め(74%)ではありました

が目標値(70%)は超えており、全

体平均も 80％と高い達成でし

た。学年を追うと一般に授業内

容は難化すると考えられます

が、今年の１年生が次年度この

項目にどのような評価をするの

か注視したいです。 

ウ 

 文章に親しみ、もの

の見方、感じ方、考え

方を豊かにする。 

朝読書で読んだ本の 

数 

年間５冊以上の生徒 

50%以上 

（R4:38%、R3:31%、

R2:38%、） 

「図書委員・先生方

のおすすめの本」 

を定期的に発行 

（R4:年 2回、 

Ｂ Ｂ 

・年間５冊達成のパーセンテー

ジを上げる工夫を考えていく必

要を感じます。 

・今はネットでも文章に親しむ

事ができるので、本の数は少な

くても実際にはいろいろな考え

方に触れていると思います。 

・読書量がなかなか目標に至り

ませんね。ただ、例年この目標

設定の基準が難しいなと感じま



R3:年 4回、 

R2:年 6回） 

す。これは朝読書の時間に集中

して読めない状況があるのか、

とか、「文章に親しみ～(略)」と

いう目標を踏まえると読む本の

「冊数」の問題ではないのでは、

とか悩みます。 

「おすすめの本」に目を通す生

徒さんは元々読書される方なの

ではと感じます。本に関心がな

い生徒さんの関心を高めるには

ビブリオバトルなど本に興味を

仕向けるイベントなどを積極的

に行ってはいかがでしょう？同

じ本について仲間と多様な見方

解釈を語りあう場などがあれば

現時点であまり読書をしない生

徒さんもその本を手に取ってみ

ようと感じるようになるかもし

れませんし、見方、感じ方、考

え方を豊かにするような本と出

合えるチャンスも増えるかと思

います。 

エ 

授業や学校行事など

において、他者と協働

して意見交換する機

会を多く設ける。 

「他者の意見を聞

き、自分の考えを深

めることができた」  

60%以上 

（R4:87％、R3:88％、

R2:85%） 

Ａ Ａ 

・学校行事を生徒間の交流活発

化のきっかけにするのは良い方

法だと思いました。 

・目標 60％以上に対して 20ポイ

ント以上高い達成を示してお

り、高く評価します。 

「自分の考えをわか

りやすく伝えること

ができた」 

80%以上 

（R4:73%、R3:72％、

R2:64%、） 

Ｂ Ｂ 

・１、２年次に比し 3 年次は高

い。 

・シャイな生徒が多い中、教育

の成果か。 

・自分の考え、思いを話す力は、

今後益々必要ですね。 

・どの学習でも、このような取

り組みがあると良いです。 

・全体平均が 75%と、目標(80%

以上)に至らなかったことが残

念でした。ただし 1・2年生はと

もに 69%と低い一方で 3 年生は

84%と目標に至っていました。就

職や進学などに向けて考えを述

べる機会が増え、成熟してくる

のかもしれません。3年生が「伝

える」スキルを磨いた経験が特

定できれば 1・2年生次から同様

の経験を提供することで、「伝え

る」スキルが磨かれるのではな

いかと期待します。（「伝える」



は場数を踏んで上達する社会的

スキルのひとつだとみなしてい

ます）。 

 

オ 

 

保護者や地域から信

頼される学校づくり

に努める。 

ＨＰへの地域貢献活

動の掲載、更新 

ＰＴＡ広報誌｢桑の

木だより｣の年２回

発行、内容の充実

（R4･R3･R2:年２回  

発行） 

Ａ 

 
Ａ 

・ＨＰ大変ですが、発信のため

には欠かせませんね。 

・ＨＰを通して、いろいろな活

動を写真付きで発信してくれて

いるのでとてもわかりやすいで

す。 

・HP や桑の木だよりなど、充実

した内容を盛り込まれていると

考えます。PTA役員との意見交換

をしながらの発信という方法も

保護者にとっては好印象である

と思います。 

オープンスクール･

文化祭への来訪者の

増加（R4:猿投祭は

354人の保護者と同

居家族） 

Ａ Ａ 

・他校の生徒を入れてあげても

良かったのではと思いました。 

(生徒の皆さんと話をしたので) 

・実際に学校へ来て雰囲気を感

じとれたり、先生と生徒、生徒

同士のやりとりが見られると安

心です。 

・体験入学もオープンスクール

も盛況のようで何よりでした。

他校の高校生の入場ができなか

ったのは残念でしたが、中学生

や保護者に少しでも多く来てい

ただくにはとても良いと思いま

した。（文化祭を案内してくださ

った生徒さんも文化祭を見に来

て入学したいと思った、と仰っ

ていました。） 

｢信頼できる先生が

いる｣ 

70%以上 

（R4:76%、R3:74%、

R2:74%）  

 

 

 

Ａ 

 

 

  

Ａ 

・感動的な数字を誇りとして良

いのでは。 

・先生方の質の高さ、職員集団

の質の高さを感じます。 

・目標値 70％に対して成果は平

均 75％、すべての学年で目標を

達成していたことを評価しま

す。 

  

「わが子をこの学校

に入れてよかった」  

95%以上 

（R4:95%、R3:92％、 

R2:90%） 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

・92％と目標値には少し不足し

ていましたが、92％もの保護者 

さんがこのように評価されてい

ること自体、たいへん高く評価 

したいと思います。他所で出会

った方でも「子供が大平台高校 

に行っています。」という方にお

子さんの様子をうかがうと、い

ずれも「楽しそうな高校生活を



送っている。」とのことでした。 

近所の人や知り合い

の人に挨拶している

割合 

90%以上 

（R4:91%、R3:92%、

R2:91%） 

Ａ Ａ 

・確かによく挨拶してくれて、

案内も親切にしてくれた。 

・自転車で登校している生徒さ

んが、よく挨拶してくださいま

す。 

・来校者に対しても挨拶したり、

挨拶を返す習慣が身に付いてい

るのだなと感じます。 

・見学にお邪魔した際もはきは

きとあいさつをしてくださいま

した。この項目の生徒さんの評

価は 3年生に比べて１・２年生

の方が評価が高いのですね。全

学年で一貫して高くなると良い

と感じました。 

カ 

 

 

 

 

 

 

個性の伸長をはかり、

自主的・実践的態度や

望ましい人間関係を

形成する力を養う。 

「学校行事･委員会

活動･部活動等を通

して責任感･協調性

が育まれた」生徒の

割合 

80%以上 

（R4:89%、R3:93%、

R2:90%）  

Ａ Ａ 

・各種学校行事が復活し、生徒

さんたちが「仲間と力をあわせ 

て成し遂げる」経験をする機会

が増えたこと、たいへん喜ばし 

いと思います。目標値を 10ポイ

ント以上上回る平均 93％の成果 

は、高く評価したいです。 

「部活動は活発で充

実した活動を行って

いる」 

85%以上 

（R4:84%、R3:82%、

R2:80%） 

Ｂ Ｂ 

・成果を出している。成長して

いるか、結果も大事だが楽しみ。  

・成績にこだわり過ぎず活動そ

のものの充実度が上がっていく

ことを大切にしてほしいと思い

ます。 

・目標値 85％以上に対して平均

86％で成果があがっていると評

価しました。3年次では部活動へ

の力を入れていられない事情も

できるでしょうし。 

新聞記事を幾つも見せていただ

きましたとおり、部活動で大き

な成果を果たしている生徒さん

がいらっしゃることが素晴らし

いです。 

一方、生徒指導的には確かに部

活動などの充実も必要だと感じ

ますが、個人的には全ての生徒

さんが部活動で充実を感じる必

要もないのかなと思いますので

現状で十分かと評価しました。 



キ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が安心して学校

生活が送れる環境整

備を行う。 

「心の健康調査」「い

じめアンケート」を

活用した悩みを持っ

ている生徒の早期発

見 

歯科及び視力治療率

80%以上 

（R4:歯 85％ 

視 75％ 

R3:歯 83％ 

視 93％ 

R2:歯 73% 

視 94%） 

Ａ Ａ 

・具体的な場面、実際の出来事

から学ぶ活動が重視されていく 

と良いと思いました。 

・アンケートの実施が機能して

いるのでしたらとても良いです

（ICT活用など、事務的な負担が

少ない形で実施できていると良

いと思います）SNSの講演会や人

権教育は「実施した」事実のみ

でなく何らかの「成果」がある

と良いと感じますが、ではそれ

をどう示すかと言われると難し

いところではあります…リテラ

シーが育っているかを判断する

何らかの指標があると良いので

すが…。 

歯科と視力の治療率も目標値に

達しており高く評価しました。 

体験型避難訓練の実

施(R4・R3･R2:体験型

訓練〈未実施〉災害

時の留め置き用装備

品の完備と防災用具

の取扱研修の実施

（R3･R2･R1:実施） 

Ａ Ａ 

・あらゆるケースを想定した訓

練が、できるだけ展開されると 

良いと思います。 

・４年ぶりに体験型防災訓練を

実施できたとのことでたいへん

良かったと思いました。 

引き続き高校生の皆さんの防災

意識や知識を増やしていってい

ただきたいです。 

安全点検を年２回以

上実施 

（R4、R3、R2:２回） 

スピーディな修繕に

より事故ゼロ 

（R4、R3、R2: 

事故０件） 

Ａ Ａ 

・事故ゼロ、何よりです。 

・則竹先生の講演いいですね。 

・安全点検の実施が予定どおり

であったことは良かったと思い

ます。そこから何か課題が出て

きているのかはわかりません

が、修繕等も順当に行われてい

ることを期待します。 

 

ク 

  

 

 

 

 

教育活動が行われ

るための環境を整え

るとともに、業務改善

により職員の多忙化

を解消する。 

光熱水費の節約を教

職員に呼びかける。

節約した予算を教育

活動に振り分ける。 

Ａ Ａ 

・物価の高騰にどこも苦心され

ているとうかがっています。 

本当に大変かと思いますがアイ

デアを出しあって努力されてい 

るかと思います。 

定時退勤日(毎週水

曜日)の設定 

部活動の週１日以上

の休日設定 

Ａ Ａ 

・先生方、上手に体を休めてい

ただきたいです。 

・残業の上限が 80時間に設定さ

れている事に驚きました。更に

業務改善が進むことを願います 

・部活休養日は定着していると

のこと、高く評価します。一方

で、提示退勤日は「呼びかけ」



にとどまっているのでしょう

か。その成果がどうなのか関心

があります。 

 

 


